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・ソーシャルスキルトレーニングをたくさんやって欲しい。 

・未就学の子どものため参加できていない（11） 

・説明は受けたが訓練に参加したことはない（19） 

 

 

（注 1）「本人にわかりやすく構造化された環境」は、この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置な

ど、子ども本人にわかりやすくすることです。  

（注 2）「児童発達支援計画」は、児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている

環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向

上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のことです。これ

は、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成します。  

（注 3）「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。子

どもの障害の特性や課題等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されています。   

（注 4）「ペアレント・トレーニング」は、保護者が子どもの行動を観察して障害の特性を理解したり、障害の特性を

踏まえた褒め方等を学ぶことにより、子どもが適切な行動を獲得することを目標とします。  


